
織物のまち 

歴史まちづくり 
守り×活かし×育む

【東武鉄道】 

○浅草・北千住・とうきょうスカイツリー駅から新桐生駅
まで特急りょうもう号で約1時間40分 

【JR東日本】 

○上野駅から桐生駅まで東北本線・高崎線・両毛線（小山
駅または高崎駅経由）で約2時間30分 

○東京駅から桐生駅まで東北・上越・長野新幹線（小山駅
または高崎駅経由）および両毛線で約1時間40分 

【北関東自動車道】 

○太田桐生ICより約20分  ○太田薮塚ICより約20分 

【東北自動車道】 

○佐野藤岡ICより約1時間 

麺の幅が広い「ひもかわ」が有名な「桐

生うどん」、甘めのソースに絡めたカツ

をのせた「ソースカツ丼」、桐生天満宮

の梅紋をかたどったとされるビスケッ

ト状の菓子「花ぱん」などが有名です。

歴史的風致の散策の際には是非どうぞ。
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       では、歴史的風致を構成する歴

史的建造物や周辺のスポットを紹介しています。

桐生の歴史的風致を巡ってみませんか？ 

桐生では、大正から昭和
初期にかけて多くのノコギ

リ屋根工場が建てられまし
た。一定の光を採り込むた
めの北側もしくは北西側の

大きな窓と、ジャカード機
を織機に取り付けるための
広い空間が特徴です。 

桐生の代表的な機屋

で、敷地内には、戦後

再建されたノコギリ屋

根工場や明治前期に建

てられた主屋などが現

存しています。 

高級織物お召し専門

の機屋です。ノコギリ

屋根工場など織物業の

一連の施設が現存し、

体験型博物館として公

開されています。 

桐生織物の全盛期に

当時の桐生織物同業組

合の事務所として建て

られました。現在は資

料展示や織物関連製品

を販売しています。 

全国６か所の模範工

場の１つ桐生撚
ねん

糸
し

合資

会社の事務所として使

われた建物です。現在、

絹撚記念館として公開

しています。 
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「日本遺産（Japan Heritage）」は、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を

語るストーリーを文化庁が認定するものです。絹産業を支えた女性たちの活躍ストーリーが「か

かあ天下－ぐんまの絹物語－」として、平成27年（2015）に日本遺産に認定されました。 

その構成文化財13件のうち６件が本市に存在しています。６件の建造物や町並みは、いずれ

も歴史的風致を構成するものです。

日本遺産 「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」

桐生国
くに

綱
つな

が建立した名

刹です。本尊は鎌倉時代

の作とされる木彫阿弥陀

如来像で、境内には桐生

氏累代の墓があります。

由良成
なり

繁
しげ

が菩提寺とし

て開基しました。市内唯

一の八間取り構成の本堂

や山門（楼門）などが現

存しています。 

桐生新町のうち、本町

通りの拡幅を免れた本町

一・二丁目には、織物産

業に関する建造物が多く

残され、国の重伝建地区

に選定されました。 

桐生新町町立ての際に、現在地

に移されたとされています。本殿

と、神様へお供え物をする弊殿
へいでん

に

は「上州の左
ひだり

甚
じん

五
ご

郎
ろう

」と称され

た名工関
せき

口
ぐち

文
ぶん

治
じ

郎
ろう

による精巧か

つ華麗な彫刻が施されています。

桐生ゑびす講桐生祇園祭（鉾の曳き違い）
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国の重要文化財

に指定されている

彦部家住宅は、中世

の屋敷構えが残り、

関東地方では最も

古い民家の１つと

されています。 

織物の神である

天
あめ

八
のや

千々
ち ぢ

姫
ひめの

命
みこと

と

白
しら

瀧
たき

姫
ひめの

命
みこと

が祭ら

れ、桐生織物発祥の

地とされています。

現在の社殿は明治

初年頃の修造です。

観音院のある東地区は、多

くの水路が流れていたため、

機屋が多く、後藤織物や森秀

織物など多くのノコギリ屋根

工場が現存しています。 

観音院の西には、機神信仰

が根付いていることがうかが

える諏訪神社があります。 
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明治７年（1874）、民

間初の洋式器械製糸所

として、星野長太郎によ

って設立されました。現

在、長屋門や蔵の一部が

残されています。 

古くから交通の要衝であっ

た沢入集落の沢入観音堂には、

馬頭観音が祭られ、この地の出

身で、桐生天満宮などにも携わ

った彫物師関口文治郎が寄進

した半鐘も安置されています。
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桐生絹織 桐生西宮神社


